
原
爆
被
爆
後
既
に
半
世
紀
を
経
た
。
被
爆
災
害
と
そ
の
影
響
は

現
在
な
お
人
類
文
化
史
上
広
汎
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

原
爆
症
に
つ
い
て
の
救
護
活
動
の
記
録
や
資
料
は
多
い
が
、
そ

れ
ら
の
代
表
的
文
献
と
し
て
は
昭
和
三
十
六
年
に
発
行
さ
れ
た
広

島
原
爆
医
療
史
で
あ
る
。
本
書
は
広
い
展
望
の
下
に
総
括
編
集
さ

れ
た
も
の
で
、
原
爆
救
護
に
関
し
て
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

そ
の
発
行
時
よ
り
現
在
ま
で
、
臨
床
医
学
面
で
も
次
々
と
取
組

む
分
野
も
生
じ
て
き
た
し
、
本
書
に
な
お
未
掲
載
で
あ
り
、
し
か

も
後
世
に
書
き
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
項
目
に
つ
い
て
、
少
し
で
も

補
記
し
よ
う
と
演
者
は
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

新
型
爆
弾
に
よ
る
大
量
被
害
へ
の
対
応
は
、
一
瞬
の
う
ち
都
市

消
失
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
変
の
故
に
、
都
市
機
能
の
停
止
と
な

り
、
市
内
の
大
小
の
医
療
機
関
や
当
地
区
に
駐
留
し
て
い
た
陸
軍
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広
島
原
爆
救
護
活
動
補
遺

Ⅶ

川

義

雄

部
隊
・
警
察
組
織
・
各
種
民
間
団
体
の
活
動
が
大
パ
ニ
ッ
ク
の
下

に
、
自
ら
も
受
傷
し
、
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
人
達
に
よ
り
、
治

療
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
救
護
活
動
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

演
者
は
、
そ
の
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
現
在
も
余
り
知
れ
て

い
な
い
、
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
を
紹
介
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
当
時
水
主
町
に
あ
っ
た
広
島
県
庁
に
隣
接
し
た
広
島

県
立
病
院
は
明
治
十
年
に
は
広
島
医
学
校
の
附
属
病
院
と
し
て
、

医
学
教
育
に
貢
献
し
た
し
、
医
療
機
関
と
し
て
は
医
学
校
消
滅
後

も
県
下
最
高
の
権
威
を
も
ち
、
県
民
一
般
に
よ
り
広
く
恩
恵
を
与

え
て
来
た
の
で
あ
る
。
被
爆
に
よ
り
広
島
県
立
病
院
（
院
長
・
石
橋

脩
三
）
は
全
滅
し
、
院
長
と
看
護
婦
若
干
名
が
奇
蹟
的
に
受
傷
生
残

り
と
な
り
、
そ
の
救
護
活
動
の
場
を
郊
外
の
小
学
校
に
移
転
し
治

療
を
継
続
し
た
。
そ
の
間
院
長
は
焼
跡
よ
り
、
白
骨
化
し
た
従
業

員
六
十
五
柱
の
骨
を
拾
い
戦
災
供
養
塔
に
合
祀
し
、
供
養
を
つ
づ

け
た
仏
心
の
篤
い
医
師
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
広
島
県
立
医
学
専
門
学
校
が
、
石
橋
院
長
を

は
じ
め
と
し
て
各
界
の
尽
力
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
、
県
立
病
院
を

そ
の
附
属
病
院
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
運
に
も
原
爆
投
下
の

前
夜
、
学
校
は
高
田
郡
小
田
村
高
林
坊
に
疎
開
を
終
了
し
、
全
滅
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を
免
れ
た
事
実
を
知
る
も
の
は
少
い
。

市
内
で
鉄
筋
高
層
建
築
の
病
院
は
外
形
の
み
残
り
、
内
部
は
全

く
廃
虚
と
化
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
た
。
爆
心
地
に
近
い
広
島
陸

軍
病
院
赤
十
字
病
院
（
院
長
・
竹
内
劔
）
は
総
員
八
百
名
中
五
十
六

名
が
死
亡
し
、
三
百
六
十
名
が
重
軽
傷
者
で
、
生
存
者
は
昼
夜
の

別
な
き
治
療
を
続
け
、
十
二
月
に
入
る
迄
、
当
面
の
治
療
が
継
続

さ
れ
た
。
放
射
線
白
血
病
研
究
者
の
重
藤
文
夫
副
院
長
は
地
下
室

貯
蔵
の
し
線
フ
イ
ル
ム
の
被
爆
を
み
て
、
原
爆
は
放
射
線
に
よ
る

被
害
と
判
断
し
、
山
脇
卓
壮
医
師
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
実
証
が

な
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

広
島
市
の
北
部
に
あ
っ
た
広
島
逓
信
病
院
（
院
長
・
蜂
谷
道
彦
）

は
逓
信
関
係
の
職
域
病
院
で
あ
っ
て
、
医
療
機
関
の
全
滅
に
よ
っ

て
、
一
般
の
市
民
や
兵
営
が
近
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
軍
人
も
大
挙

し
て
救
護
を
求
め
て
殺
到
し
た
。
院
長
以
下
殆
ど
の
職
員
も
受
傷

者
で
あ
り
、
救
護
活
動
に
従
事
し
た
。

院
長
は
被
爆
時
か
ら
の
記
録
を
「
ヒ
ロ
シ
マ
日
記
」
に
纒
め
、

本
書
は
好
評
で
十
数
ヶ
国
語
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
。
広
島
逓
信
病

院
は
岡
山
医
大
か
ら
派
遣
出
張
の
医
員
も
多
く
、
岡
大
生
四
年
生

も
救
護
活
動
に
来
広
し
て
い
る
。
広
島
医
專
教
授
を
兼
任
す
る
玉

川
忠
太
氏
は
病
理
解
剖
を
は
じ
め
た
り
、
勝
部
玄
内
科
医
師
は
「
広

島
の
原
子
爆
弾
症
に
就
て
」
最
初
の
学
術
論
文
を
ど
ん
底
の
生
活

環
境
か
ら
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
苦
心
し
、
真
実
探
求
の

成
果
は
米
占
領
軍
の
報
道
管
制
に
よ
り
公
開
さ
れ
る
事
は
出
来
な

か
っ
た
。
原
爆
症
の
病
理
学
的
解
明
と
臨
床
治
療
面
へ
の
助
言
が

あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
人
命
を
救
い
得
た
か
悔
ま
れ
て
し
か
た
が

な
い
。開

業
医
で
の
活
動
は
医
師
会
関
係
刊
行
物
に
、
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
原
爆
放
射
能
は
被
爆
者
に
将
来
ガ
ン
発

生
を
お
こ
し
易
く
す
る
不
明
の
素
因
を
与
え
る
と
い
う
論
文
を
書

い
た
於
保
源
作
医
師
は
有
名
で
あ
る
。
河
村
虎
太
郎
医
師
は
韓
国

被
曝
者
一
万
五
千
名
に
心
を
傷
め
、
韓
国
に
お
け
る
原
爆
被
爆
者

に
巡
回
診
療
団
を
組
織
し
、
広
島
日
赤
の
石
田
医
師
と
検
診
さ
れ

て
い
た
が
、
先
年
物
故
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
痛
恨
事
で
あ
っ

た
。
検
診
、
救
護
活
動
も
対
米
被
爆
者
に
実
施
さ
れ
、
更
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
普
及
は
人
類
の
未
来
史
の

課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
原
爆
被
爆
犠
牲
者
へ
の

せ
め
て
も
の
鎮
魂
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
廿
日
市
市
）
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